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表 11．2001 年と 2011 年との年代別（10 歳間隔）の各尺度の有意差検定結果

20 代から 30 代 30 代から 40 代

F（1,117）値 有意水準 尺度粗点傾向 F（1,314）値 有意水準 尺度粗点傾向

尺度A 0.24 0.6275  n.s. 0.35 0.5571  n.s.

尺度B 1.20 0.2745  n.s. 2.39 0.1234  n.s.

尺度C 4.51 0.0350  * （低下） 1.90 0.1686  n.s.

尺度D 0.92 0.3391  n.s. 6.07 0.0143  * （上昇）

尺度E 5.32 0.0222  * （上昇） 16.20 <.0001  *** （上昇）

尺度F 1.34 0.2484  n.s. 2.13 0.1458  n.s.

尺度１ 2.74 0.0999  + (上昇傾向） 1.72 0.1902  n.s.

尺度２ 1.15 0.2851  n.s. 4.08 0.0442  * （上昇）

尺度３ 0.00 1.0000  n.s. 3.39 0.0665  + (上昇傾向）

尺度４ 1.26 0.2626  n.s. 0.02 0.8882  n.s.

尺度５ 6.68 0.0106  * （上昇） 8.82 0.0032  ** （上昇）

尺度６ 0.11 0.7431  n.s. 9.15 0.0027  ** （上昇）

尺度７ 0.64 0.4222  n.s. 7.60 0.0062  ** （上昇）

尺度８ 0.13 0.7205  n.s. 0.00 0.9691  n.s.

尺度９ 0.36 0.5469  n.s. 0.14 0.7049  n.s.

40 代から 50 代 50 代から 60 代

F（1,496）値 有意水準 尺度粗点傾向 F（1,121）値 有意水準 尺度粗点傾向

尺度A 0.20 0.6536  n.s. 1.19 0.2777  n.s.

尺度B 0.94 0.3320  n.s. 0.07 0.2949  n.s.

尺度C 7.41 0.0067  n.s. （低下） 4.47 0.0366  * （低下）

尺度D 22.85 <.0001  *** （上昇） 10.57 0.0015  ** （上昇）

尺度E 12.42 0.0005  *** （上昇） 6.06 0.0152  * （上昇）

尺度F 4.66 0.0314  * （低下） 5.11 0.0256  * （低下）

尺度１ 0.10 0.7498  n.s. 0.11 0.7359  n.s.

尺度２ 1.53 0.2163  n.s. 0.30 0.5872  n.s.

尺度３ 3.46 0.0634  + (上昇傾向） 0.05 0.8283  n.s.

尺度４ 1.29 0.2570  n.s. 2.71 0.1024  n.s.

尺度５ 11.99 0.0006 *** （上昇） 8.85 0.0035  ** （上昇）

尺度６ 6.47 0.0113  * （上昇） 4.75 0.0312  * （上昇）

尺度７ 2.68 0.1022  n.s. 1.05 0.3080  n.s.

尺度８ 0.96 0.3286  n.s. 7.61 0.0067  ** （低下）

尺度９ 0.15 0.7017  n.s. 1.16 0.2829  n.s.

** P<.01，* P<.05，+ P<.10,
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得点の平均値を表９（表３と表６を整理）に，
同じく粗点による平均値を表 10（表４と表
７を整理）に示す。また，年代別の標準得点
の平均値によるプロフィルを図 5（図３と図
４を整理）に示す。
　各年代別に尺度ごとの粗点の平均値につい
て 1 要因 2 水準の被験者内計画による分散
分析をおこなった。その検定結果を表 11 に
示す。
　各年代ごとの各尺度のプロフィルはほとん
ど同じパターンである。
　各尺度の 10 年間隔において，尺度得点の
粗点の平均値で有意差のみられた変化を確認
するとつぎのようである。
　1 グループ：20 代から 30 代にかけては，
尺度Cが得点が低下し（4.47：3.82），尺度E
は得点が上昇していた（10.50：10.98）。また，
尺 度 5 が 得 点 が 上 昇 し て い た（12.42：
13.02）。やや自信を持ち，強気の傾向となっ
たと思われる。
　2 グループ：30 代から 40 代にかけては，
尺度Dが得点が上昇し（6.95：7.29），尺度E
も得点が上昇する（10.87：11.42）こととなっ
た。また，尺度 2 が得点が上昇し（8.06：8.43），
尺度 5（12.86：13.34），尺度 6（12.83：13.45），
尺度 7（7.95：8.40）がいずれも得点が上昇
していた。また，尺度 3 も得点が上昇する傾
向（5.63：5.96）を示した。30 代から 40 代
の 10 年間においては，やや固いが自分なり
の価値観や判断の方向を持とうとし（尺度D・
E・5・6 高），一方では，やや感情的に肩に
力を入れ，自己流のやり方で対応（尺度 2・3・
7 高）しようとする可能性が考えられる。自
分なりの仕事のやり方を創っていこうとして
いる姿勢かもしれない。
　3 グループ：40 代から 50 代にかけては，
尺度C（2.95：2.61）・尺度F（10.59：10.13）
が得点が低下し，尺度D（7.15：7.64）と尺
度E（11.16：11.52）は得点が上昇していた。
また，尺度 5（12.16：12.56）と尺度 6（12.26：

12.61）が得点は上昇していた。自信・自己
への安定感が増し，自分の考えやこだわりあ
るいは思いの方向がはっきりするといった，
強気の傾向となっている。なお，尺度 3（5.20：
5.41）が上昇する傾向となっていた。まだ肩
に力が入っているのかもしれない。
　4 グループ：50 代から 60 代にかけては，
尺 度C（2.28：2.20）・F（9.80：8.93） が 得
点が低下し，尺度D（7.67：8.30）・E（11.50：
11.98）が上昇している。また，尺度 5（12.22：
12.92）・6（12.04：12.56）が得点が上昇し
ている。尺度 8（3.14：2.70）は低下していた。
自己に対する安定感は増しており，強気の傾
向を持ち，一方では，割り切りよく感情をた
め込まない傾向といえよう。
　これらのことから，各年代での様子を解釈
すると，20 代から 30 代にかけては，やや自
信を持ち強気になり始める。30 代から 40 代
にかけては，自分の考え・思いの方向を創る
が，同時に自己流のやり方を支えにしようと
する。40 代から 50 代にかけては，自信・安
定感を強め，自分の価値観・考えが強くなる。
50 代から 60 代にかけては，同様に安定感を
持ち，自己の考え・強気の傾向となっている
が，感情をためず割り切りのよい傾向となっ
ているようだ。とくに，40 代から 50 代，50
から 60 代にかけて，尺度C・Fの得点が低下
し，尺度 5・6 が上昇することとなっている。
適応感を持ち，自己への安定感，強気の心境
が続いていると思われる。
　各年代においての各尺度のプロフィルはほ
とんど同じパターンを示しているが，上記の
ように統計的に有意の差を示す尺度がみいだ
された。しかしながら，尺度の粗点の平均値
による値とすればわずかな差とも考えられ

（たとえば最大で，50 代から 60 代での，39
項目で構成される尺度Fにおける差は 0.87
である），今後丁寧な個別の事例などの検討
も期待されるところであろう。
　10 歳間隔での人格特性の変化の様子を整
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理したが，さらに 5 歳ごとの年齢差によって
7 グループに分けて以下に検討したい。10
歳間隔の結果と同様の傾向になるとも思われ
るが，細かい変化を検討することができよう。

（６）�研究４（5歳間隔の 7グループによ
る 10 年間にわたる縦断的研究）

①方法
　N社男性 1111 名について，2001 年，2006
年（５年後），2010 年（９年後），2011 年（10
年後）のデータを用いた。各年代を 5 歳間隔
に 7 グループに細分化し，10 年間にわたる
4 時点での各尺度の粗点の平均値に基づいて
検討した。7 グループは次の分類となる。
　1 グループ：19-24 歳が 29-34 歳（20 代前
半から 30 代前半）46 名。
　2 グループ：25-29 歳が 35-39 歳（20 代後
半から 30 代後半）131 名。
　3 グループ：30-34 歳が 40-44 歳（30 代前
半から 40 代前半）183 名。
　4 グループ：35-39 歳が 45-49 歳（30 代後
半から 40 代後半）132 名。
　5 グループ：40-44 歳が 50-54 歳（40 代前
半から 50 代前半）219 名。
　6 グループ：45-49 歳が 55-59 歳（40 代後
半から 50 代後半）278 名。
　7 グループ：50-55 歳が 60-65 歳（50 代前
半から 60 代前半）122 名。
②結果および考察
　1 グループ：20 代前半から 30 代前半の 10
年間にわたる 4 時点での標準得点の平均値を
表 12，同粗点の平均値を表 13 に，プロフィ
ルを図６に示す。
　2 グループ：20 代後半から 30 代後半の標
準得点の平均値を表 14 に，粗点の平均値を
表 15 に，プロフィルを図７に示す。
　3 グループ：30 代前半から 40 代前半の標
準得点の平均値を表 16 に，粗点の平均値を
表 17 に，プロフィルを図８に示す。
　4 グループ：30 代後半から 40 代後半の標

準得点の平均値を表 18 に，粗点の平均値を
表 19 に，プロフィルを図９に示す。
　5 グループ：40 代前半から 50 代前半の標
準得点の平均値を表 20 に，粗点の平均値を
表 21 に，プロフィルを図 10 に示す。
　6 グループ：40 代後半から 50 代後半の標
準得点の平均値を表 22 に，粗点の平均値を
表 23 に，プロフィルを図 11 に示す。
　7 グループ：50 代前半から 60 代前半の標
準得点の平均値を表 24 に，粗点の平均値を
表 25 に，プロフィルを図 12 に示す。
　7 グループに分けた各年代（5 歳間隔）ご
とに，10 年間にわたる 4 時点での各尺度の
粗点の平均値に基づいて 1 要因 4 水準の被
験者内計画による分散分析をおこなった。さ
らに，Scheffe法による下位検定によって 5％
水準による多重比較を検討した。
　この分散分析および多重比較の結果の要約
を表 26 に示す。
　各尺度の粗点による得点の平均値の有意差
の概要を整理すると，つぎのようである。
　1 グループ：20 代前半（2001 年データ以
下 01 と記す）・20 代後半（2006 年データ以
下 06 と記す）・30 代前半（2010 年データ
10とし2011年データ11と記す）においては，
尺度Cでは 20 代前半では得点は高く，30 代
前半では得点は低くなっていた。尺度Fでは
20 代前半が得点が高くなっている。また尺
度Eでは 20 代前半では得点が低くなってい
た。20 代前半では自分のネガティブな面を
意識して内向的な傾向がみられる。
　2 グループ：20 代後半（01）・30 代前半（06）・
30 代後半（10・11）では，尺度 1 が 20 代
後半よりも 30 代になるに従い得点が高くな
る（10.05：10.55：10.76：10.87）こととなっ
た。尺度 5 では 10 歳間隔では 20 代から 30
代において得点が上昇するという有意な変化
がみられたが，5 歳間隔では 2 グループでの
多重比較では有意とならなかった。
　3 グループ：30 代前半（01）・30 代後半（06）・
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表 13．19-24 歳から 29-34 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（１グループ）

平均 標準偏差
2001 年
19-24 歳

2006 年
24-29 歳

2010 年
28-33 歳

2011 年
29-34 歳

2001 年
19-24 歳

2006 年
24-29 歳

2010 年
28-33 歳

2011 年
29-34 歳

尺度Ａ 0.15 0.85 0.02 0.33 0.56 3.83 0.15 1.78
尺度Ｂ 2.87 2.61 2.59 2.30 2.74 2.96 2.07 1.71
尺度Ｃ 6.93 5.57 5.33 4.74 5.56 5.77 4.81 4.36
尺度Ｄ 5.72 6.22 6.04 6.28 2.52 2.88 3.23 3.25
尺度Ｅ 9.13 10.26 10.15 10.41 3.40 2.93 3.05 2.86
尺度Ｆ 16.89 13.98 14.41 13.07 8.77 8.29 8.78 8.26
尺度１ 11.37 10.33 10.70 10.30 2.54 2.49 2.76 2.58
尺度２ 8.80 7.96 8.35 8.35 4.30 3.31 3.33 3.05
尺度３ 7.33 6.17 6.85 6.46 4.25 3.09 3.26 2.41
尺度４ 15.15 14.13 13.65 13.37 5.53 4.98 4.58 4.31
尺度５ 12.24 12.67 12.65 12.80 2.77 3.08 3.04 2.98
尺度６ 13.72 12.89 13.04 13.02 4.30 3.52 3.62 3.24
尺度７ 10.00 9.15 8.87 9.00 3.33 2.68 2.27 2.72
尺度８ 5.46 4.37 4.54 4.39 3.80 3.34 3.17 2.74
尺度９ 9.24 9.70 9.65 9.52 3.88 4.32 3.88 3.30

表 12．19-24 歳から 29-34 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（１グループ）

平均 標準偏差
2001 年
19-24 歳

2006 年
24-29 歳

2010 年
28-33 歳

2011 年
29-34 歳

2001 年
19-24 歳

2006 年
24-29 歳

2010 年
28-33 歳

2011 年
29-34 歳

尺度Ａ 45.11 45.59 45.02 45.24 0.38 2.60 0.15 1.20 
尺度Ｂ 51.41 50.33 50.24 49.02 11.49 12.54 8.77 7.27 
尺度Ｃ 49.54 46.80 46.28 45.11 11.39 11.80 9.82 8.85 
尺度Ｄ 49.00 50.72 49.98 50.85 8.51 9.70 10.93 10.92 
尺度Ｅ 54.74 58.91 58.43 59.46 11.92 10.27 10.79 10.08 
尺度Ｆ 50.15 46.33 46.93 45.15 11.48 10.85 11.60 10.81 
尺度１ 57.17 54.85 56.04 54.85 8.09 8.36 8.79 8.21 
尺度２ 52.17 51.28 52.30 52.65 11.68 9.27 9.48 9.19 
尺度３ 51.63 48.02 50.15 48.85 13.35 9.67 10.17 7.52 
尺度４ 55.28 55.70 54.22 54.11 10.19 9.52 8.90 8.65 
尺度５ 52.46 53.93 53.74 54.33 9.15 10.13 10.10 9.87 
尺度６ 54.93 52.87 53.28 53.17 11.18 9.17 9.40 8.32 
尺度７ 51.52 50.52 49.43 50.33 8.31 7.74 7.35 8.98 
尺度８ 45.20 42.04 42.48 42.15 10.71 9.36 8.99 7.71 
尺度９ 47.00 48.13 48.15 47.83 10.57 11.65 10.37 8.99 
Mean 51.87 50.83 51.07 50.96 
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表 14．25-29 歳から 35-39 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（２グループ）

平均 標準偏差
2001 年
25-29 歳

2006 年
30-34 歳

2010 年
34-38 歳

2011 年
35-39 歳

2001 年
25-29 歳

2006 年
30-34 歳

2010 年
34-38 歳

2011 年
35-39 歳

尺度Ａ 45.21 45.13 45.87 45.32 1.27 0.99 5.40 3.15
尺度Ｂ 48.26 48.09 47.15 47.70 11.37 9.12 9.51 12.46
尺度Ｃ 42.79 43.47 42.70 42.51 8.44 9.17 8.74 9.15
尺度Ｄ 52.65 53.18 53.44 52.86 9.89 10.32 9.93 10.23
尺度Ｅ 61.37 62.11 62.14 62.04 10.70 10.19 10.33 10.69
尺度Ｆ 41.82 42.32 42.76 42.64 8.85 8.93 9.73 9.89
尺度１ 54.66 56.58 57.29 57.65 7.99 8.11 8.15 8.69
尺度２ 51.71 53.24 53.08 53.85 10.29 9.61 9.69 9.61
尺度３ 47.23 47.16 47.34 48.15 9.58 10.34 8.84 10.20
尺度４ 52.58 53.37 53.37 53.24 8.67 9.37 9.14 9.05
尺度５ 53.21 54.83 55.43 55.30 10.07 11.09 10.64 10.31
尺度６ 53.32 53.70 53.82 54.41 11.28 9.27 9.91 10.13
尺度７ 49.93 51.05 49.70 50.47 9.75 8.13 7.96 8.42
尺度８ 39.37 39.54 39.50 40.08 9.25 7.75 8.56 9.74
尺度９ 47.73 47.76 46.03 47.01 10.34 9.45 9.08 10.74
Mean 49.96 50.82 50.63 51.18

表 15．25-29 歳から 35-39 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（２グループ）

平均 標準偏差
2001 年
25-29 歳

2006 年
30-34 歳

2010 年
34-38 歳

2011 年
35-39 歳

2001 年
25-29 歳

2006 年
30-34 歳

2010 年
34-38 歳

2011 年
35-39 歳

尺度Ａ 0.29 0.18 1.19 0.43 1.90 1.45 7.50 4.37 
尺度Ｂ 2.10 2.07 1.82 1.98 2.71 2.16 2.27 2.98 
尺度Ｃ 3.61 3.92 3.59 3.50 4.18 4.54 4.32 4.53 
尺度Ｄ 6.79 6.96 7.05 6.87 2.95 3.06 2.96 3.04 
尺度Ｅ 10.98 11.18 11.19 11.18 3.03 2.89 2.93 3.00 
尺度Ｆ 10.60 10.94 11.23 11.18 6.81 6.80 7.38 7.57 
尺度１ 10.05 10.55 10.76 10.87 2.28 2.45 2.49 2.83 
尺度２ 7.74 8.12 8.07 8.33 3.40 3.35 3.27 3.54 
尺度３ 5.91 5.91 5.98 6.21 3.07 3.31 2.82 3.27 
尺度４ 12.16 12.30 12.26 12.24 4.08 4.59 4.53 4.82 
尺度５ 12.48 12.97 13.15 13.09 3.04 3.35 3.21 3.11 
尺度６ 13.08 13.23 13.25 13.47 4.33 3.57 3.81 3.88 
尺度７ 8.60 8.83 8.43 8.68 3.00 2.53 2.50 2.89 
尺度８ 3.40 3.49 3.47 3.66 3.25 2.75 3.01 3.47 
尺度９ 9.53 9.52 8.88 9.21 3.84 3.49 3.35 3.99 
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表 16．30-34 歳から 40-44 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（３グループ）

平均 標準偏差
2001 年
30-34 歳

2006 年
35-39 歳

2010 年
39-43 歳

2011 年
40-44 歳

2001 年
30-34 歳

2006 年
35-39 歳

2010 年
39-43 歳

2011 年
40-44 歳

尺度Ａ 45.10 45.06 45.04 45.05 0.36 0.35 0.21 0.22
尺度Ｂ 46.64 46.11 45.32 45.82 9.68 9.55 5.69 7.09
尺度Ｃ 42.45 42.10 41.80 41.72 8.38 8.44 7.40 7.17
尺度Ｄ 53.57 54.37 54.96 54.83 9.76 10.48 10.46 9.86
尺度Ｅ 60.69 62.02 62.43 63.11 10.84 10.29 9.63 9.63
尺度Ｆ 42.70 42.18 42.17 42.18 10.45 10.80 10.15 10.35
尺度１ 56.08 55.86 56.39 57.86 8.13 8.57 8.25 8.71
尺度２ 53.19 54.08 54.16 55.08 8.71 9.07 8.66 8.31
尺度３ 46.70 47.36 47.25 47.25 7.97 9.25 6.84 7.81
尺度４ 52.42 53.04 53.07 53.96 9.36 8.86 9.13 8.05
尺度５ 55.37 56.34 56.57 56.65 9.76 10.03 10.17 10.22
尺度６ 53.57 55.04 55.42 55.19 9.36 9.61 9.65 9.52
尺度７ 47.36 48.58 48.17 49.34 8.96 9.29 8.41 8.76
尺度８ 39.01 39.36 39.12 38.95 7.69 8.01 6.56 7.14
尺度９ 45.59 46.32 45.12 45.50 8.56 9.20 8.26 9.06
Mean 49.89 50.67 50.57 51.08

表 17．30-34 歳から 40-44 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（３グループ）

平均 標準偏差
2001 年
30-34 歳

2006 年
35-39 歳

2010 年
39-43 歳

2011 年
40-44 歳

2001 年
30-34 歳

2006 年
35-39 歳

2010 年
39-43 歳

2011 年
40-44 歳

尺度Ａ 0.12 0.09 0.05 0.05 0.51 0.57 0.24 0.25
尺度Ｂ 1.72 1.60 1.40 1.52 2.31 2.27 1.37 1.70
尺度Ｃ 3.43 3.27 3.14 3.08 4.13 4.18 3.68 3.59
尺度Ｄ 7.08 7.31 7.49 7.46 2.90 3.13 3.11 2.93
尺度Ｅ 10.78 11.17 11.29 11.47 3.08 2.91 2.72 2.72
尺度Ｆ 11.27 10.83 10.83 10.88 8.04 8.28 7.80 7.96
尺度１ 10.53 10.34 10.48 10.84 2.44 2.69 2.49 2.79
尺度２ 8.31 8.40 8.38 8.59 2.92 3.09 2.87 2.96
尺度３ 5.75 5.96 5.92 5.92 2.55 2.95 2.19 2.49
尺度４ 12.32 12.17 12.05 12.23 4.57 4.52 4.31 4.09
尺度５ 13.11 13.42 13.48 13.51 2.95 3.04 3.07 3.08
尺度６ 13.18 13.71 13.89 13.79 3.58 3.67 3.71 3.65
尺度７ 7.91 8.09 7.92 8.17 2.62 2.76 2.33 2.43
尺度８ 3.27 3.42 3.29 3.25 2.71 2.82 2.35 2.52
尺度９ 8.70 8.98 8.52 8.71 3.12 3.37 3.03 3.35
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表 18．35-39 歳から 45-49 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（４グループ）

平均 標準偏差
2001 年
35-39 歳

2006 年
40-44 歳

2010 年
44-48 歳

2011 年
45-49 歳

2001 年
35-39 歳

2006 年
40-44 歳

2010 年
44-48 歳

2011 年
45-49 歳

尺度Ａ 45.09 45.52 45.05 45.32 0.34 3.42 0.31 3.14
尺度Ｂ 47.00 46.92 46.22 46.05 9.63 8.01 7.12 6.93
尺度Ｃ 42.67 42.05 42.11 42.23 8.18 6.88 7.48 8.08
尺度Ｄ 52.50 53.08 53.49 53.43 9.52 10.23 9.73 10.05
尺度Ｅ 61.37 61.47 61.86 62.59 9.39 9.46 9.86 9.62
尺度Ｆ 42.01 41.19 41.39 41.11 10.09 9.31 9.34 9.23
尺度１ 55.93 56.23 56.01 56.28 8.03 7.97 8.06 8.60
尺度２ 51.70 52.01 52.20 53.80 8.22 7.94 8.02 9.40
尺度３ 45.87 45.96 46.58 47.45 9.02 7.88 7.72 9.06
尺度４ 50.49 50.77 50.89 51.80 8.33 8.93 8.50 9.00
尺度５ 53.36 54.46 54.89 55.33 9.79 10.29 9.27 10.00
尺度６ 51.43 50.75 51.58 53.02 10.21 9.97 9.03 9.28
尺度７ 48.02 48.45 49.47 50.89 7.95 8.60 8.81 8.78
尺度８ 38.90 37.99 38.75 39.00 7.91 5.66 6.86 7.85
尺度９ 47.55 47.98 48.83 47.83 9.19 8.63 9.12 8.79
Mean 49.27 49.45 49.90 50.58

表 19．35-39 歳から 45-49 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（４グループ）

平均 標準偏差
2001 年
35-39 歳

2006 年
40-44 歳

2010 年
44-48 歳

2011 年
45-49 歳

2001 年
35-39 歳

2006 年
40-44 歳

2010 年
44-48 歳

2011 年
45-49 歳

尺度Ａ 0.13 0.72 0.07 0.45 0.53 4.84 0.47 4.37
尺度Ｂ 1.81 1.79 1.63 1.58 2.31 1.92 1.70 1.67
尺度Ｃ 3.58 3.23 3.29 3.33 4.07 3.42 3.71 4.01
尺度Ｄ 6.77 6.94 7.05 7.05 2.84 3.04 2.90 2.99
尺度Ｅ 10.99 11.01 11.12 11.34 2.67 2.68 2.80 2.73
尺度Ｆ 10.66 10.06 10.18 10.02 7.72 7.17 7.14 7.14
尺度１ 10.41 10.52 10.42 10.42 2.56 2.52 2.55 2.76
尺度２ 7.72 7.79 7.83 8.21 3.06 2.76 2.99 3.47
尺度３ 5.48 5.52 5.70 6.01 2.88 2.53 2.47 2.90
尺度４ 11.30 11.41 11.34 11.49 4.06 4.19 4.49 4.75
尺度５ 12.51 12.83 12.97 13.10 2.95 3.11 2.80 3.01
尺度６ 12.36 12.09 12.44 12.97 3.91 3.82 3.46 3.57
尺度７ 8.02 8.14 8.39 8.72 2.37 2.13 2.55 2.60
尺度８ 3.25 2.95 3.20 3.30 2.81 1.99 2.41 2.78
尺度９ 9.40 9.58 9.90 9.55 3.38 3.18 3.35 3.24
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表 20．40-44 歳から 50-54 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（５グループ）

平均 標準偏差
2001 年
40-44 歳

2006 年
45-49 歳

2010 年
49-53 歳

2011 年
50-54 歳

2001 年
40-44 歳

2006 年
45-49 歳

2010 年
49-53 歳

2011 年
50-54 歳

尺度Ａ 45.11 45.13 45.17 45.30 0.44 0.80 1.11 1.76
尺度Ｂ 45.50 45.69 46.00 45.65 6.67 7.53 7.06 6.97
尺度Ｃ 41.44 41.74 41.32 40.97 7.71 8.02 7.88 7.07
尺度Ｄ 54.06 54.39 55.43 55.58 10.41 10.16 10.04 9.84
尺度Ｅ 62.82 62.96 63.32 63.89 10.47 10.14 9.41 9.51
尺度Ｆ 41.79 41.43 41.43 41.30 10.11 9.73 9.94 9.63
尺度１ 56.33 57.12 57.63 57.19 8.24 7.73 9.12 8.84
尺度２ 52.98 52.91 53.93 53.99 9.77 8.79 9.71 8.65
尺度３ 45.46 45.89 46.46 46.18 9.84 8.70 10.02 8.71
尺度４ 50.63 51.37 51.36 51.29 8.98 8.89 9.01 8.64
尺度５ 53.80 53.71 54.13 54.40 10.38 9.44 9.42 9.59
尺度６ 52.72 52.72 53.37 53.65 10.01 9.18 9.15 9.12
尺度７ 48.77 50.39 50.46 50.31 8.13 7.77 8.49 7.71
尺度８ 38.84 38.95 38.94 38.52 7.32 7.25 7.87 7.98
尺度９ 46.74 47.37 47.47 46.70 9.05 8.48 9.45 8.47
Mean 49.59 50.06 50.42 50.24

表 21．40-44 歳から 50-54 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（５グループ）

平均 標準偏差
2001 年
40-44 歳

2006 年
45-49 歳

2010 年
49-53 歳

2011 年
50-54 歳

2001 年
40-44 歳

2006 年
45-49 歳

2010 年
49-53 歳

2011 年
50-54 歳

尺度Ａ 0.12 0.16 0.21 0.42 0.60 1.08 1.53 2.58
尺度Ｂ 1.46 1.49 1.57 1.49 1.60 1.80 1.69 1.67
尺度Ｃ 2.95 3.07 2.86 2.72 3.84 3.96 3.90 3.48
尺度Ｄ 7.23 7.33 7.64 7.68 3.09 3.02 2.99 2.93
尺度Ｅ 11.40 11.44 11.54 11.71 2.96 2.88 2.67 2.68
尺度Ｆ 10.54 10.26 10.29 10.18 7.77 7.46 7.65 7.40
尺度１ 10.42 10.63 10.75 10.57 2.55 2.50 2.82 2.73
尺度２ 7.95 7.89 8.19 8.12 3.24 3.07 3.42 2.96
尺度３ 5.36 5.50 5.67 5.57 3.14 2.79 3.20 2.78
尺度４ 10.95 11.23 11.12 10.91 4.20 4.54 4.40 4.29
尺度５ 12.65 12.62 12.75 12.83 3.13 2.85 2.85 2.90
尺度６ 12.84 12.84 13.10 13.19 3.84 3.52 3.52 3.52
尺度７ 8.05 8.52 8.49 8.36 2.40 2.32 2.45 2.26
尺度８ 3.22 3.26 3.24 3.11 2.60 2.58 2.77 2.83
尺度９ 9.14 9.39 9.42 9.13 3.32 3.12 3.48 3.10
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表 22．45-49 歳から 55-59 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（６グループ）

平均 標準偏差
2001 年
45-49 歳

2006 年
50-54 歳

2010 年
54-58 歳

2011 年
55-59 歳

2001 年
45-49 歳

2006 年
50-54 歳

2010 年
54-58 歳

2011 年
55-59 歳

尺度Ａ 45.40 45.31 45.49 45.33 3.06 2.34 3.30 2.69
尺度Ｂ 45.64 45.68 45.43 45.06 6.49 5.97 5.86 5.64
尺度Ｃ 41.49 41.06 40.74 40.63 6.77 7.21 6.76 6.32
尺度Ｄ 53.62 54.55 55.71 55.35 10.79 10.94 10.80 10.37
尺度Ｅ 61.47 61.94 62.62 62.69 10.31 9.98 9.74 9.82
尺度Ｆ 41.90 41.44 41.01 41.22 9.30 9.06 8.86 8.77
尺度１ 56.33 56.47 56.47 56.53 7.61 7.49 8.09 8.15
尺度２ 52.38 53.04 53.37 53.29 8.05 8.77 8.67 8.20
尺度３ 44.63 45.08 45.51 45.27 7.90 7.44 7.69 7.55
尺度４ 49.41 49.36 49.90 49.56 8.09 9.05 8.22 8.10
尺度５ 50.89 52.30 53.02 52.79 10.27 9.94 10.68 10.36
尺度６ 50.03 50.54 51.19 50.96 9.82 9.41 9.75 9.22
尺度７ 49.33 49.47 50.12 50.03 8.30 7.83 8.34 7.72
尺度８ 38.60 38.73 38.66 38.37 6.18 6.24 6.90 6.17
尺度９ 47.31 47.00 47.66 47.45 8.77 8.74 8.79 8.38
Mean 48.78 49.12 49.52 49.35

表 23．45-49 歳から 55-59 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（６グループ）

平均 標準偏差
2001 年
45-49 歳

2006 年
50-54 歳

2010 年
54-58 歳

2011 年
55-59 歳

2001 年
45-49 歳

2006 年
50-54 歳

2010 年
54-58 歳

2011 年
55-59 歳

尺度Ａ 0.53 0.44 0.68 0.45 4.26 3.27 4.60 3.76
尺度Ｂ 1.47 1.47 1.43 1.34 1.57 1.44 1.41 1.37
尺度Ｃ 2.96 2.75 2.59 2.51 3.37 3.59 3.35 3.14
尺度Ｄ 7.09 7.37 7.73 7.61 3.20 3.26 3.22 3.09
尺度Ｅ 11.02 11.15 11.35 11.37 2.92 2.84 2.76 2.77
尺度Ｆ 10.63 10.29 9.96 10.10 7.14 6.94 6.77 6.70
尺度１ 10.53 10.52 10.47 10.47 2.30 2.28 2.42 2.40
尺度２ 7.94 8.08 8.09 8.05 2.64 2.71 2.76 2.57
尺度３ 5.08 5.24 5.37 5.29 2.53 2.38 2.47 2.42
尺度４ 10.84 10.69 10.72 10.56 3.76 4.02 3.68 3.54
尺度５ 11.78 12.20 12.41 12.35 3.11 3.00 3.22 3.12
尺度６ 11.79 11.99 12.24 12.14 3.75 3.58 3.72 3.52
尺度７ 8.40 8.38 8.48 8.45 2.34 2.23 2.28 2.14
尺度８ 3.13 3.17 3.15 3.05 2.19 2.21 2.45 2.19
尺度９ 9.32 9.24 9.49 9.40 3.23 3.22 3.24 3.08
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表 24．50-55 歳から 60-65 歳の 10 年間の標準得点の平均と標準偏差（７グループ）

平均 標準偏差
2001 年
50-55 歳

2006 年
55-60 歳

2010 年
59-64 歳

2011 年
60-65 歳

2001 年
50-55 歳

2006 年
55-60 歳

2010 年
59-64 歳

2011 年
60-65 歳

尺度Ａ 45.20 45.39 45.32 45.59 0.67 1.71 1.70 3.81
尺度Ｂ 45.34 45.44 45.42 45.39 6.95 6.12 5.67 5.67
尺度Ｃ 40.99 40.29 40.15 39.98 8.55 6.55 6.67 6.31
尺度Ｄ 55.55 56.49 56.99 57.65 11.00 9.79 9.83 9.23
尺度Ｅ 63.25 64.13 64.39 64.81 10.63 9.01 9.69 8.60
尺度Ｆ 40.83 39.93 40.11 39.65 9.98 8.90 8.49 8.26
尺度１ 55.89 55.30 56.27 56.11 8.52 8.71 9.43 8.98
尺度２ 52.29 53.01 52.91 53.40 8.23 8.24 8.55 7.42
尺度３ 44.76 45.50 45.44 44.61 7.38 8.05 7.93 7.10
尺度４ 50.44 50.22 50.70 50.48 8.59 8.22 8.70 8.20
尺度５ 52.34 53.89 54.15 54.69 10.36 9.46 9.77 9.14
尺度６ 50.72 51.54 52.03 52.02 8.97 8.79 9.34 9.15
尺度７ 49.39 50.06 50.80 50.78 7.28 8.87 7.27 7.73
尺度８ 38.68 38.21 37.85 37.39 7.11 6.87 6.11 5.65
尺度９ 47.89 48.80 48.20 48.62 8.80 9.12 8.98 8.96
Mean 49.16 49.60 49.84 49.75

表 25．50-55 歳から 60-65 歳の 10 年間の粗点の平均と標準偏差（７グループ）

平均 標準偏差
2001 年
50-55 歳

2006 年
55-60 歳

2010 年
59-64 歳

2011 年
60-65 歳

2001 年
50-55 歳

2006 年
55-60 歳

2010 年
59-64 歳

2011 年
60-65 歳

尺度Ａ 0.29 0.57 0.44 0.83 1.01 2.54 2.49 5.36
尺度Ｂ 1.40 1.45 1.45 1.43 1.67 1.46 1.34 1.36
尺度Ｃ 2.68 2.33 2.28 2.20 4.25 3.28 3.36 3.16
尺度Ｄ 7.67 7.94 8.10 8.30 3.28 2.92 2.93 2.75
尺度Ｅ 11.50 11.78 11.84 11.98 3.02 2.54 2.73 2.42
尺度Ｆ 9.80 9.12 9.32 8.93 7.68 6.82 6.53 6.41
尺度１ 10.25 10.01 10.26 10.18 2.52 2.61 2.77 2.60
尺度２ 7.67 7.77 7.70 7.78 2.65 2.76 2.67 2.38
尺度３ 5.14 5.37 5.35 5.09 2.35 2.55 2.53 2.28
尺度４ 10.78 10.41 10.56 10.32 4.36 4.00 4.22 3.94
尺度５ 12.22 12.66 12.75 12.92 3.12 2.84 2.95 2.76
尺度６ 12.04 12.39 12.56 12.56 3.46 3.37 3.57 3.49
尺度７ 8.18 8.25 8.44 8.37 2.26 2.62 2.26 2.22
尺度８ 3.14 3.01 2.87 2.70 2.54 2.42 2.15 2.00
尺度９ 9.59 9.89 9.66 9.84 3.24 3.36 3.32 3.30
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表 26．5歳間隔の７グループにおける 10年間にわたる縦断的研究の有意差検定の結果要約

分散分析 多重比較
F値 有意水準 MSe

20 代
から
30 代

１G：20 代前半から 30 代前半　F（3,135）
尺度C 4.65 0.0040  ** 8.554 01・06・10 ＞ 11，01 ＞ 06・10・11
尺度E 5.55 0.0013  ** 2.813 11・06・10 ＞ 01
尺度F 7.84 <.0001  *** 15.691 01 ＞ 10・06・11
尺度 1 3.40 0.0196  * 3.343 －（01 が高い傾向）
尺度 4 2.80 0.0425  * 10.077 －（01 が高い傾向）
尺度 7 2.98 0.0335  * 4.003 －（01 が高い傾向）
尺度 8 2.74 0.0459  * 4.485 －（01 が高い傾向）
２G：20 代後半から 30 代後半　F（3,390）
尺度１ 6.87 0.0002  *** 2.505 11・10・06 ＞ 01，11・10 ＞ 06・01
尺度５ 3.01 0.0302  * 3.997 －（年とともに高い傾向）
尺度９ 2.24 0.0834  + 5.544 －

30 代
から
40 代

３G：30 代前半から 40 代前半　F（3,546）
尺度D 2.48 0.0602  + 2.612 －
尺度E 6.41 0.0003  *** 2.467 11・10・06 ＞ 01，11・10 ＞ 06・01
尺度１ 3.28 0.0208  * 2.522 11 ＞ 01・10・06，11・01・10 ＞ 06
尺度６ 3.20 0.0232  * 5.717 10・11・01 ＞ 01，10 ＞ 11・06・01
４G：30 代後半から 40 代後半　F（3,393）
尺度３ 2.33 0.0736  + 3.321 －（年とともに高い傾向）
尺度５ 2.72 0.0442  * 3.130 －（年とともに高い傾向）
尺度６ 3.44 0.0169  * 5.207 11 ＞ 10・01・06，11・10・01 ＞ 06
尺度 7 4.55 0.0038  ** 2.784 11 ＞ 10・06・01，11・10・06 ＞ 01

40 代
から
50 代

５G：40 代前半から 50 代前半　F（3,654）
尺度D 5.03 0.0019  ** 2.245 11・10・06 ＞ 01，11・10 ＞ 06・01
尺度E 2.39 0.0677  + 1.804 －（年とともに高い傾向）
尺度７ 3.85 0.0095  ** 2.646 06・10・11 ＞ 01，06・10 ＞ 11・01
６G：40 代後半から 50 代後半　F（3,831）
尺度C 4.08 0.0069  ** 2.630 01 ＞ 06・10・11，01・06・10 ＞ 11
尺度D 10.55 <.0001  *** 2.068 10・11 ＞ 06・01，10 ＞ 11・06 ＞ 01
尺度E 4.35 0.0048  * 1.775 11・10・06 ＞ 01，11・10 ＞ 06・01
尺度F 3.02 0.0290  * 7.605 01 ＞ 06・11・10，01・06・11 ＞ 10
尺度５ 8.62 <.0001  *** 2.626 10・11・06 ＞ 01
尺度６ 2.69 0.0455  * 3.976 －（年とともに高い傾向）

50 代
から
60 代

７G：50 代前半から 60 代前半　F（3,363）
尺度D 4.00 0.0080  ** 2.157 11 ＞ 10・06・01，11・10・06 ＞ 01
尺度E 2.97 0.0319  * 1.637 11 ＞ 10・06・01，11・10・06 ＞ 01
尺度F 2.53 0.0568  + 6.815 －（年とともに低い傾向）
尺度５ 4.00 0.0081 ** 2.709 11 ＞ 10・06・01，11・10・06 ＞ 01
尺度６ 2.90 0.0348  * 1.514 01 ＞ 06・10・11，01・06・10 ＞ 11
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40 代前半（10・11）では，尺度Eが 40 代前
半は 30 代前半に比べて得点が高くなってい
る。尺度 1 は 40 代前半は得点が高く，30 代
前半も得点が高いが，相対的に一時的に 30
代後半では低くなっていた（10.53：10.34：
10.47：10.84）。20 代後半から 40 代前半に
かけて尺度 1 は得点が高くなる傾向にあるが
明確ではない。尺度 6 については 40 代後半
で得点が高くなり 30 代前半が低いことと
なった（13.18：13.71：13.86：13.80）。
　4 グループ：30 代後半（01）・40 代前半（06）・
40 代後半（10・11）については，尺度 6 で
は 40 代後半と 30 代後半が得点が高く，40
代前半で一時的に低くなる様子を示した

（12.36：12.09：12.44：13.00）。尺度 5 は年
齢とともに得点が高くなる傾向が推察される
が多重比較では有意とならなかった。尺度 7
は 10 歳間隔では 30 代から 40 代で得点は高
くなる方向であったが，5 歳間隔では 30 代
後半から 40 代後半にかけて得点が高くなっ
た（8.01：8.14：8.39：8.72）。
　5 グループ：40 代前半（01）・40 代後半（06）・
50 代前半（10・11）では変化をみせる尺度
は少ない。尺度Dでは 40 代前半が得点は低
く 50 代前半が得点が高くなっていた。尺度
7 では 40 代前半が得点は低く 40 代後半が高
いといえる（8.05：8.52：8.49：8.34）。尺度
7 は 30 代後半からの 4 グループでも，40 代
前半からの 5 グループでも，40 代後半が得
点が高いこととなった。尺度Eは年齢ととも
に得点が高くなる傾向が示唆された。
　6 グループ：40 代後半（01）・50 代前半（06）・
50 代後半（10・11）では，尺度Cは 40 代後
半は得点が高く 50 代後半は低くなっていた。
尺度Fでも 40 代後半は得点が高く 50 代後半
は低くなっていた。尺度D・Eは 50 代後半が
得点が高くなっているといえる。尺度 5 では
40 代後半が得点は低いこととなった。尺度
6 は年齢とともに得点が高くなる傾向は推察
されたが多重比較では有意とならなかった。

　7 グループ：50 代前半（01）・50 代後半（06）・
60 代前半（10・11）では，尺度Dにおいて
50 代前半は得点が低く，60 代前半は高くなっ
ていた。尺度Eにおいても 50 代前半は得点
が低く，60 代前半は高くなっていた。尺度F
は年齢とともに得点は低くなる傾向があっ
た。尺度 5 では 50 代前半は得点が低く 60
代前半は高くなっていた。尺度 8 は 50 代前
半で得点が高く，60 代前半は低くなってい
た。
　以上のことより，大きな傾向は 10 歳間隔
と同様であるが，５歳間隔でグループ化する
と各年代の前半・後半とで有意差のみられる
尺度には違いが示された。特徴を整理してみ
る。
　20 代前半から 30 代前半にかけての変化よ
り，19-24 歳時点でのプロフィル（図 6）に
あるように，人数は 46 名と少ないが，すで
にふれたように相対的ではあるが尺度Cの得
点が高く，尺度Fも高い，また尺度Eの得点
は低い。尺度 1・4・7・8 の得点が高い傾向
にあり，尺度 6 の得点が尺度 5 よりも高い。
これは青年期の名残とも考えられる。やや尺
度Bの得点が高い。自信が少なく（尺度C・
F高），やや気持ちも落ち着かず（尺度B高），
心配を多く感じる面もあり（尺度 1・4 高），
自己流のやり方で（尺度 7 高），自分の中で
抱えている（尺度 6・8 高）傾向とも考えら
れる。
　20 代後半から 40 代後半にかけて，尺度E
の得点は上昇する傾向を示したが，尺度Fは
あまり変化していない。尺度 1・3・6 など
に変化がみられる。また尺度 7 の得点が高く
なる傾向を示したのが特徴的といえよう。尺
度 5 は年齢とともに得点が高くなる傾向を示
したが，多重比較で有意差は示されなかった。
　とくに 40 代後半から自己に対する自信や
安定感が増し，価値観の強さや，考え方・思
いの方向がはっきりしてくる傾向がみられ
る。
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　本研究では 5 歳間隔ごとに重なりがあるの
で，まだ未整理の部分もあり今後の検討を要
すると思われるが，上記のように３つの時期
にまとめてみたい。簡潔に記すとつぎのよう
である。
ⅰ）20 代前半の，相対的に自信が少なく，
いろいろなことを自分のなかに抱え込みがち
な時期。
ⅱ）20 代後半から 30 代後半そして 40 代後
半への，自分の思いの方向を探りながら，自
分のやり方で対処を試みている時期。（なお，
40 代前半から 50 代前半では，尺度D・7 に
変化がみられるが他の尺度に変化はみられな
い。）
ⅲ）40 代後半から 60 代前半の，自信や安定
感を持ち自分の考えの方向も固まってきてい
る時期。
　さて，Levinson（1978, pp.56-63，南博訳, 
1992, pp.110-122）によれば，17 歳以下は児
童期と青年期になるが，成人期の発達段階を
ほぼ 5 年間隔で説明している。
　17-22 歳の「成人への過渡期」，22-28 歳
の「おとなの世界に入る時期」，28-33 歳の「30
歳の過渡期」，33-40 歳の「一家を構える時
期」，ここまでが「成人前期」となる。つぎに，
40-45 歳の「人生半ばの過渡期」を経て，
45-50 歳の「中年に入る時期」，50-55 歳の「50
歳の過渡期」，55-60 歳の「中年の最盛期」
となる。これらは「中年期」である。その後，
60-65 歳は「老年への過渡期」となり，「老
年期」へとすすむ。Levinson（1978, pp.19-
20，南博訳, 1992, p.48）は，ある発達期か
ら次の発達期への過渡期は 4 年ないし 5 年
かかる，しかし 3 年以下ということはなく，
また 6 年以上かかるということもまずないと
している。
　本研究では「成人前期」での年齢の区切り
は数年異なるが，「中年期」からの年齢の区
切りは同様である。ここであえて対応させる
ならば「成人への過渡期」「おとなの世界に

入る時期」は，自信が相対的に少なく，自分
のなかにこもる傾向がみられた。また，45
歳以降の「中年期」においては，自己の思い
の方向がはっきりしてくるという傾向であっ
た。「老人への過渡期」においても，本研究
で用いた尺度には心理的に不安定な傾向はみ
られなかった。なお「人生半ばの過渡期」に
ついても，平均値での指標では大きな変化は
示されていないと考えられる。
　また，Super and Bohn（1970, pp.134-140，
藤本・大沢訳, 1973, pp.208-218）は職業生活
の諸段階を５つに分けている。1 段階目は成
長段階（誕生-14 歳）で，空想期（4-10 歳）・
興味期（11-12 歳）・能力期（13-14 歳）から
なる。2 段階目は探索段階（15-24 歳）で，
暫定期（15-17 歳）・移行期（18-21 歳）・試
行期（22-24 歳）からなる。3 段階目は確立
段階（25-44 歳）で，移行期（25-30 歳）・安
定期（31–44 歳）からなる。4 段階目は維持
段階（45-64 歳）である。5 段階目は下降期（65
歳以降）で，減速期（65 − 70 歳）・引退期（71
歳以降）となる。本研究で整理した上記の 3
段階は，20 代前半が探索段階の試行期に，
20 代後半から 40 代前半は確立段階に，40 代
後半以降は維持段階に，ちょうど対応すると
思われる。TPIによる変化の傾向からみいだ
した成人期の年齢段階と，Superによる段階
とが同様であることは興味深い。
　なお，ここで各尺度の標準得点の平均値に
よるプロフィルを確認すると 20 代前半での
プロフィル以外では，プロフィルのパターン
はほとんど同一である。

（７）�研究５（N社 2011 年および他 4 集
団との比較）

①方法
　N社 2011 年および他 4 集団との比較をお
こなった。
　N社の回答者は 1111 名と多人数であり，
会社に勤務する男子成人の一般的な傾向を示
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しているかもしれない。そこで，他の集団と
の比較を試み検討することとした。
　企業としては 2 社である。
　D社は広告企業であり，男性 1503 名（平
均年齢 29.85 歳）。
　T社は公益企業であり，男性 2886 名（平
均年齢 38.19 歳）。
　大学生としては 2 校である。
　J大は運動部員であり，男性 270 名（平均
年齢 20.07 歳）。
　T大は一般文系大学生であり，男性 2875
名（平均年齢 19.18 歳）。
②結果および考察
　各尺度ごとの 5 集団の標準得点の平均値を
表 27 に，粗点の平均値を表 28 に，5 集団の
プロフィルを図 13 に示す。各尺度ごとに 5
集団の粗点の平均値により，1 要因 5 水準の
分散分析をおこなった。さらにTukey法によ
る多重比較をおこなった。検定の結果を表
29 に示す。
　有効性尺度についてみると尺度Aでは，T
大が得点が高く，企業ではD社が得点が高い。
　尺度Bでは，J大・T大が企業 3 社より得点
が高く，D社は他の 2 社よりも得点が高い。
　尺度Cでは，T大が他 4 集団より得点が高
く，J大も 3 社より高い。N社は一番低い。
　尺度Dでは，N社が他 4 集団より得点が高
く，J大・T大は他集団より得点が低い。
　尺度Eでは，N社が他 4 集団より得点が高
く，J大・T大は低く，とくにT大は低い。
　青年期であるJ大・T大は，尺度B・Cの得
点が高く，尺度Dの得点が低い。企業では，
N社が尺度Cの得点が低く，尺度D・Eが高い。
尺度Bにおいて，D社がやや得点が高いのが
興味深い。
　尺度Fでは，T大が他 4 集団より得点が高
く，企業ではT社が得点が高い。N社は低く，
とくにD社は得点が低い。
　基本尺度では，尺度 1 はT社・N社が得点
が高く，D社は得点が低い。尺度 2 はT大は

他 4 集団より得点が高く，D社が低い。尺度
3 はT大・J大が企業より得点が高い。尺度 4
はT大・J大が企業より得点が高い。企業で
はT社が高い。尺度 5 はJ大が一番得点が高
く，つぎにN社・D社となり，T大やT社は得
点が低い。尺度 6 はJ大が一番得点が高く，
D社・T社が低い。尺度 7 はT大・J大が企業
3 社より得点が高い。T社よりもN社・D社の
得点が低い。尺度 8 はJ大・T大が企業 3 社
よりも得点が高い。N社は低い。尺度 9 はD
社が他 4 集団より得点が高い。T社が低い。
　大学生集団が相当する青年期のプロフィル
は，成人期に比べると全体的にプロフィルの
得点が高い傾向があるとされるが，必ずしも
そうはならなかった。大学生でも，たとえば
尺度 5・6 でみられるように，運動部の学生
は一般学生と比べて得点が高い傾向にあり，
かなり強気で思いが強いと推察される。T大
では尺度 5 の得点が低くなっている。企業人
でも，N社，T社，D社は特徴が異なり，尺
度 5 では，N社・D社に比べて，T社がT大よ
りも得点が低くなっている。
　N社は，繰り返しとなるがすでに述べたよ
うに品質管理を重視するメーカーで，自信を
持ち（尺度C・F低）まじめで固い印象（尺
度D・E・5・6 高）があり，完全を気にする
気持ちがみられ（尺度 1 高），対人関係上は
やや甘い雰囲気だが（尺度 2 高），割り切り
はよい（尺度 8 低）。
　T社は，地味な公益企業で，ややおとなし
く（尺度F高・9 低），細かいことに気を配る

（尺度 1・4 高）傾向がみられ，現業部門が
多いからか現実対応的（尺度 5 低）である。
筆者の臨床経験からすると，尺度 5 が低い場
合は，やや受け身で不適応感を持つ場合も考
えられる。
　D社は，尺度Bが企業のなかでは高く，気
分の変化・気分の動きが強く，またユニーク
なアイデアを思いつく傾向と考えられ，尺度
Fが低く，エネルギーを外に表現でき，尺度
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表 27．各尺度の標準得点の平均と標準偏差による他集団比較

平均 標準偏差
Ｎ社

2011年
n=1111

Ｊ大
270名
n=270

Ｄ社
1503名
n=1503

Ｔ社
2886名
n=2886

Ｔ大
2875名
n=2875

Ｎ社
2011年
n=1111

Ｊ大
270名
n=270

Ｄ社
1503名
n=1503

Ｔ社
2886名
n=2886

Ｔ大
2875名
n=2875

尺度Ａ 45.30 45.15 45.99 45.52 46.67 2.53 0.46 4.78 2.59 7.72 
尺度Ｂ 45.93 52.46 48.91 45.88 51.34 7.50 10.96 8.76 6.67 10.45 
尺度Ｃ 41.40 49.74 45.48 45.02 51.48 7.38 9.69 8.69 8.35 10.49 
尺度Ｄ 54.85 47.90 50.60 50.37 46.88 10.12 8.94 9.15 9.75 8.71 
尺度Ｅ 63.01 55.12 57.08 57.83 51.68 9.73 9.42 9.55 9.71 10.11 
尺度Ｆ 41.54 45.76 39.91 47.21 49.22 9.48 10.04 9.09 10.65 11.23 
尺度１ 56.87 53.09 51.99 56.00 51.95 8.61 8.11 8.03 7.96 8.64 
尺度２ 53.83 48.79 48.33 51.27 50.26 8.59 9.86 9.32 8.82 10.35 
尺度３ 46.45 50.21 45.83 46.76 50.71 8.39 9.93 8.93 8.35 10.18 
尺度４ 51.62 53.71 50.12 52.47 53.35 8.60 9.95 9.40 8.96 10.37 
尺度５ 54.61 59.17 53.48 50.00 51.47 10.05 9.43 9.94 10.82 9.46 
尺度６ 53.05 55.75 50.41 49.89 52.60 9.42 9.06 9.06 8.85 9.58 
尺度７ 50.22 51.30 47.18 50.49 50.41 8.16 8.63 8.51 8.46 9.38 
尺度８ 38.82 45.46 40.66 41.28 46.39 7.46 8.87 7.43 7.91 9.77 
尺度９ 47.12 50.08 52.93 45.74 48.88 8.98 10.87 10.18 8.69 10.24 
Mean 50.28 51.99 48.98 49.32 50.67 

年齢平均
標準偏差
実施年

49.49
8.72

2011年

20.07
1.14

2011年

29.85
6.43

1990年

38.19
7.05

1992年

19.18
1.81

1988年

表 28．各尺度の粗点の平均と標準偏差による他集団比較

平均 標準偏差
Ｎ社

2011年
n=1111

Ｊ大
270名
n=270

Ｄ社
1503名
n=1503

Ｔ社
2886名
n=2886

Ｔ大
2875名
n=2875

Ｎ社
2011年
n=1111

Ｊ大
270名
n=270

Ｄ社
1503名
n=1503

Ｔ社
2886名
n=2886

Ｔ大
2875名
n=2875

尺度Ａ 0.41 0.19 1.40 0.73 2.39 3.55 0.61 6.79 3.72 10.95
尺度Ｂ 1.55 3.10 2.26 1.54 2.84 1.80 2.59 2.08 1.60 2.48
尺度Ｃ 2.92 7.08 4.96 4.75 7.92 3.66 4.73 4.28 4.10 5.13
尺度Ｄ 7.47 5.40 6.19 6.13 5.09 3.01 2.65 2.72 2.90 2.57
尺度Ｅ 11.45 9.21 9.78 9.99 8.23 2.75 2.69 2.73 2.76 2.88
尺度Ｆ 10.36 13.57 9.09 14.69 16.21 7.28 7.64 7.00 8.11 8.56
尺度１ 10.55 10.14 9.64 10.74 10.09 2.66 2.33 2.40 2.40 2.59
尺度２ 8.19 7.68 7.23 8.08 8.63 2.95 3.42 3.26 3.01 3.66
尺度３ 5.67 6.90 5.48 5.77 7.04 2.68 3.20 2.86 2.68 3.26
尺度４ 11.31 14.41 12.38 13.12 15.24 4.25 4.66 4.63 4.35 5.10
尺度５ 12.89 14.27 12.55 11.51 11.95 3.03 2.86 3.00 3.26 2.85
尺度６ 12.96 14.00 11.95 11.75 12.79 3.62 3.48 3.47 3.38 3.67
尺度７ 8.46 9.91 8.37 9.27 10.13 2.40 2.74 2.53 2.50 2.91
尺度８ 3.21 5.60 3.87 4.10 5.91 2.64 3.12 2.64 2.80 3.44
尺度９ 9.28 10.36 11.42 8.76 9.92 3.31 4.03 3.77 3.20 3.78
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表 29．N社 2011 年および他 4集団の各尺度の粗点平均値による分散分析・多重比較の結果

分散分析 多重比較

F（4,8640）値 有意水準 MSe

尺度A 25.76 <.0001  *** 54.171 'T大＞D社・T社・N11・J大
D社＞T社・N11

尺度B 181.59 <.0001  *** 4.283
J大＞D社・N11・T社
T大＞D社・N11・T社
D社＞N11・T社

尺度C 334.65 <.0001  *** 19.979
T大＞J大・D社・T社・N11
J大＞D社・T社・N11
D社＞N11，T社＞N11

尺度D 161.00 <.0001  *** 7.678 N11 ＞D社・T社・J大・T大
D社＞J大・T大，T社＞J大・T大

尺度E 311.31 <.0001  *** 7.789 N11 ＞T社・D社・J大・T大
T社＞J大・T大，D社＞J大・T大，J大＞T大

尺度F 257.16 <.0001  *** 63.488
T大＞T社・J大・N11・D社
T社＞N11・D社
J大＞N11・D社，N11 ＞D社

尺度１ 56.93 <.0001  *** 6.242
T社＞J大・T大・D社
N11 ＞T大・D社
J大＞D社，T大＞D社

尺度２ 46.22 <.0001  *** 10.806 'T大＞N11・T社・J大・D社
N11 ＞D社，T社＞D社

尺度３ 109.21 <.0001  *** 8.588
T大＞T社・N11・D社
J大＞T社・N11・D社
T社＞D社

尺度４ 190.99 <.0001  *** 21.688
T大＞J大・T社・D社・N11
J大＞T社・D社・N11
T社＞D社・N11，D社＞N11

尺度５ 91.20 <.0001  *** 9.247
J大＞N11・D社・T大・T社
N11 ＞D社・T大・T社
D社＞T大・T社，T大＞T社

尺度６ 59.45 <.0001  *** 12.461 J大＞N11・T大・D社・T社
N11 ＞D社・T社，T大＞D社・T社

尺度７ 149.10 <.0001  *** 6.991
'T大＞T社・N11・D社
J大＞T社・N11・D社
T社＞N11・D社

尺度８ 247.39 <.0001  *** 8.974
T大＞T社・D社・N11
J大＞T社・D社・N11
T社＞N11，D社＞N11

尺度９ 147.22 <.0001  *** 12.563
'D社＞J大・T大・N11・T社
J大＞N11・T社
T大＞N11・T社，N11 ＞T社

*** P<.001，多重比較は順番がうしろほど差が大きい
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9 が高く，非常に活発である。広告企業の特
徴として理解できると思われる。
　以上のように企業はわずか 3 事例ではある
が，各企業 1111・1503・2886 名と多人数で
あるにもかかわらず，平均値が同じにはなら
ずそれぞれのプロフィルが異なり特徴が了解
できるものとなった。従来からいわれている
組織風土27)の新たなアプローチの方法とし
て，今後の研究課題としたい。

（７）�研究６（18 年間あるいは 28 年間の
長期間にわたる個人のプロフィルの
変化：3事例））

　すでに紹介したように，N社においては集
団としての平均値でのプロフィルの変化はほ
とんどみられなかった。しかし，集団を構成
している各人の個々の変化はどのようになっ
ているのだろうか。あまり変化はみせないの
であろうか。今後の研究のために 3 事例を取
り上げ紹介したい。この3事例は，長期にデー
タが保管されていて，今後状況の面接が可能
であり，営業経験の後，人事教育関連の職務
に就いた共通のキャリアを有する。事例とし
て公表することを了解している。
①S氏の 1985-2013 の 28 年間にわたる 20 回
の標準得点の変化を表 30 に，プロフィルを
図 14 に示す。
　S氏では，有効性尺度のパターンは変化が
少なく，また尺度C（36-40）・F（32-38）の
ように自己に肯定的である姿勢はあまり変
わっていない。尺度B（40-48）・1（53-62）・
2（52-62）・4（47-60）・8（30-41） の 変 化
は中程度である。しかし，尺度 3（28-60）・
5（42-58）・6（35-56）・7（41-67） な ど 変
化が大きい。S氏のプロフィルの特徴的な 2
時点を挙げてみたい。
　尺度 3 が低い時は 26 歳の時点である。尺
度A（45）・B（43）・C（37）・D（57）・E（68）・
F（36）・1（57）・2（56）・3（28）・4（47）・
5（52）・6（40）・7（48）・8（36）・9（43）

となる。自信を持ち適応感も強い（尺度C・
F低，D・E高）傾向だが，強気というほど
ではなく（尺度 5 中程度），背伸びする気持
ちや感情をためることは少ない（尺度 3・8
低）。真面目で細かいことを気にする（尺度 1・
2 高）姿勢といえようか。
　尺度 7 が高い時は 48 歳の時点である。尺
度A（45）・B（43）・C（37）・D（50）・E（76）・
F（33）・1（62）・2（62）・3（47）・4（52）・
5（38）・6（42）・7（67）・8（32）・9（52）
となる。自信は揺らいでいないが（尺度C・
F低），自分の考えや強気の気分は少なく（尺
度D中程度・5・6 低），周囲に合わせて学ぶ
というよりは，自己流のやり方にこだわって
何とかしようとする我の強さが出ているかも
しれない。
②Y氏の 1995-2013 の 18 年間にわたる 17
回の結果による，標準得点の変化を表 31 に，
プロフィルを図 15 に示す。
　有効性尺度のパターンは変化を示し，尺度
Dは 47-73 と，尺度Eは 51-76 と変化してい
る。尺度B（43-52）・C（36-50）またF（35-53）
は中程度である。基本尺度においても，たと
えば尺度 3（35-60）・4（42-62）・6（46-75）・
5（55-71）・7（33-57）などの変化がみられる。
尺度 8 は他の尺度に比べると比較的変化は少
ない（32-43）といえる。特徴的な時点を挙
げてみよう。
　尺度 7 が低い時は 26 歳の時点である。尺
度A（45）・B（43）・C（46）・D（57）・E（51）・
F（48）・1（58）・2（51）・3（51）・4（42）・
5（55）・6（53）・7（33）・8（41）・9（41）
となっている。プロフィルの様子から尺度D・
1・5・6 が高い傾向なので，真面目でしっか
りした姿勢であろうが，さほど自信が強いと
いうほどではなく（尺度C・F中程度），我を
通すというよりは周囲にあわせる傾向であろ
うか（尺度 7 低）。
　尺度 6 が高い時は 37 歳の時点である。尺
度A（45）・B（48）・C（38）・D（73）・E（68）・
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F（41）・1（57）・2（52）・3（53）・4（45）・
5（65）・6（75）・7（51）・8（36）・9（46）
となっている。尺度D・E・5・6 がかなり高く，
自己の考えや思いの方向に対する思い入れが
強く，自分のなかでイメージをめぐらせてい
た時期かもしれない。少しりきみもあった可
能性もあるが（尺度 3・7 中程度），否定的
な気分を感じることは少なかったようだ（尺
度C・Ｆ・8 低）と考えられる。
③F氏の 1985-2013 の 28 年間にわたる 19 回
の変化について，標準得点を表 32 に，プロ
フィルを図 16 に示す。
　有効性尺度のパターンはあまり変わらず，
尺 度C（36-41）・F（30-32）・8（32-36） は
得点は低く，変化は少ない。また尺度 9（52-
65）は高い傾向が続いている。自信を維持し，
感情をため込まず，エネルギーを外に出すと
いう基本的な様子が推察される。
　しかしながら，尺度D（43-60）・1（41-57）・
2（36-52）・5（38-52）・7（38-57） な ど に
は変化がみられる。特徴的なプロフィルの時
点を挙げてみよう。
　尺度 3 が低い時は 37 歳の時点である。A

（45）・B（43）・C（40）・D（43）・E（61）・
F（30）・1（41）・2（41）・3（32）・4（37）・
5（38）・6（40）・7（41）・8（32）・9（60）
となっている。尺度E・9 以外は，全体的に
各尺度とも得点は低い傾向にあり，質問項目
についての無回答はなかったので，このよう
な場合はあまり自分の気持ちに関心を持たな
くてもよいクールとでもいえそうな心境と思
われる。エネルギーを外に出せる姿勢（尺度
F低・9 高）といえよう。
　尺度 7 が高い時は 45 歳の時点である。A

（45）・B（43）・C（41）・D（50）・E（68）・
F（32）・1（57）・2（46）・3（41）・4（52）・
5（45）・6（40）・7（57）・8（36）・9（62）
となっている。全体的にはプロフィルは低い
傾向にあり，エネルギーは外に出せる心境で
ある（尺度F低・9 高）。自分の考えや思いに

こだわる傾向はあまり強くなく（尺度D中程
度，5・6 低），現実対処的な姿勢かと思われ
る。そのなかで自立的・マイペースに取り組
んでいこうとする気持ちが強まっている（尺
度 7 高）と理解できよう。
　以上 3 事例を整理してきたが，いうまでも
なく環境の変化，仕事の変化，心境の変化，
キャリアの位置づけなどとの関連で，プロ
フィルの変化を理解する必要があり，今後も
インタビューをおこなうことにより，それら
との相互関連について，研究の課題として深
めたい。
　3 氏ともに程度の違いはあるが変化の少な
い尺度と変化の大きい尺度とがあり，集団の
値としての平均値の検討とともに，個別の
ケースの研究の積み重ねが人格特性の変化を
検討するうえで今後も必要とされる。質問紙
法でとらえられる人格特性とは人格のどのよ
うな部分をとらえているかについて，長期に
わたる追跡研究が期待される。

8．まとめと今後の課題

　今まで検討してきた横断的研究および縦断
的研究をおもなものとした研究 1 から研究 7
について，概要としてつぎのようなことをま
とめることができよう。
①N社においては横断的研究および縦断的研
究どちらにおいても，20 代後半から 60 代前
半にいたる各年代ごとの，TPIの各尺度の標
準得点の平均値によるプロフィルのパターン
はほとんど変化をみせなかった。
② 10 歳間隔の横断的研究においては，いく
つかの尺度において年代別に粗点の平均の値
の差に有意差がみいだされた。尺度B・Cは
若い年代の得点が高くなった。尺度D・Eは
高年代が得点が高くなった。尺度Fは若い年
代が得点が高くなった。尺度 3・4・7・8 に
おいては，若い年代が得点が高くなった。尺
度 5 は 30 代あるいは 40 代が得点が高く，
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尺度 6 は 20 代の得点が高くなった。尺度 1・
2・9 については有意な差はみられなかった。
③ 10 歳間隔の縦断的研究においては，20 代
から 30 代での変化は少なく，その後は，各
年代においてそれぞれ共通する傾向として，
尺度D・Eが得点が上昇し，尺度 5・6 も得点
が上昇する様子を示した。しかし全体的には
他の尺度での顕著な差は示されなかった。
④ 5 歳間隔の縦断的研究でさらにこまかく検
討すると，つぎの３つの時期に大別できると
考 え ら れ た。 こ れ ら は，Levinson（1978）
やSuperら（1970）の提示と似たものであっ
た。
ⅰ）20 代前半は，まだ相対的に自信を持つ
ことが少なく，いろいろなことを自分のなか
に抱え込んでいる心境の可能性が示された。
他の年代のプロフィルとは異なる傾向と解釈
される（尺度C・Fの得点が高い。尺度Eが
低い。尺度 1・4・7・8 が得点が高い傾向に
あり，尺度 6 の得点が尺度 5 よりも高い）。
ⅱ）20 代後半・30 代後半から 40 代後半では，
自分の考え・思いの方向をさぐりながら，自
分のやり方で対処を試みている時期と解釈さ
れた（妥当性尺度・尺度Fにはあまり変化は
みられない。尺度 1・6・7 に変化がみられる）。
ⅲ）40 代後半から 60 代前半では，自信・安
定感を持ち，自分の考えの方向が固まってき
ている時期と解釈された（尺度Fの得点が低
い。尺度D・E・5 が高い。尺度 8 が低い）。
⑤ 40 代後半からの「中年期」以前の，30 代
から 40 代の「人生半ばの過渡期」については，
さらに変化等の可能性について視点を広げ検
討することが今後の課題となろう。
⑥年代を 10 歳間隔で区切るのは間隔として
長いと考えられる。各年代の前半と後半でも
変化が考えられ，5 歳間隔で区切り検討する
ことが望ましい。
⑦企業・集団によって，そこに属する人々の
行動傾向は異なる可能性があると考えられ，
集団の特徴を表わす代表値を用いる際には，

十分にその集団の傾向を考慮する必要があ
る。いうまでもなく多人数であったとしても，
特定の企業・集団のサンプルで一般化するこ
とには慎重でありたい。
⑧青年期（大学生）と成人期（企業人・社会
人）とでは，心的特性・行動傾向が異なる可
能性がみいだされた。学校から社会への移行
期における変化についての丁寧な検討が課題
であろう。また，大学生であっても大学生活
の違いによって人格特性の傾向が異なる可能
性が大きい。
⑨長期にわたる個別の事例にみるように，
個々人によってプロフィルには変化がみら
れ，それも変化の大きい尺度と，変化の少な
い尺度とがある。この安定性あるいは変化に
ついて丁寧に追跡研究をする必要が考えられ
る。本研究のように集団の平均プロフィルで
は変化が少なくても，個々人のプロフィルは
変化している可能性があり，変化をとらえる
指標についても検討を加えなければならない
大切な課題といえる。平均値あるいは相関値
ではとらえきれない個々の変化を表わすよう
な分析の視点が必要と思われ，今後の多角的
な研究が期待される。
　産業・組織心理学の領域における個人差の
研究課題のなかでも，本研究ではとくに人格
特性を検討した。組織と人格特性の相互作用
や，適性の把握など，成人期の人格特性の変
化，あるいは安定の程度を理解することは，
基本的な知見として重要であろう。これらを
どのような測度でとらえるかは大切な要件で
あり，本研究では心理検査として代表的な
MMPIの日本での研究を検討し，TPIの標準
化の過程から，その有用性を確認できたと考
える。人格特性の安定の程度については，相
関を用いた検討や，個別の多くの事例による
分析，さらには既存の尺度にとどまらず，因
子構造による視点など多角的なアプローチが
考えられ，今後の課題としたい。
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〔注〕
１）�本論文の一部は 2013 年 9 月 7 日に京都

橘大学で開催された産業・組織心理学会
第 29 回大会で発表された。

２）�基準関連妥当性には検査結果である予
測変数（predictor）と職務遂行の評価
などの基準変数（criterion）とを同時
点で測定する併存的妥当性（concurrent 
validity）と，基準変数を時期を隔て
て（たとえば入社 5 年後など）測定す
る方法である予測的妥当性（predictive 
validity）とがある（たとえばGregory, 
1992, pp.120-123.）。

３）�個人―環境適合には環境の水準によっ
て，個人―組織適合（person-organization 
fit）・個人―職業適合（person-vocation 
fit）・個人―グループ適合（person-group 
fit）・個人―職務適合（person-job fit）
がある。

４）�類 似 の 概 念 に， 企 業 文 化（corporate 
culture）・ 組 織 文 化（organizational 
culture）・ 組 織 風 土（organizational 
climate）・ 心 理 的 風 土（psychological 
climate）がある（足立, 1982, pp.3-49.）。
組織特性についての認知という測定上の
課題から組織風土は組織構造か個人属性
かについては議論がなされた（たとえば
Payne and Pugh, 1976, pp.1159-1167.）。
組織風土と個人は相互作用し，状況変
数とパーソナリティ変数の結合機能（a 
joint function）として知覚された風土が
定義された（足立, 1982, p.25. Johnston, 
1976, p.102.）。また組織風土の認知と関
連の深い職務満足（job satisfaction）と
の位置づけも検討され，組織風土は記述
的（descriptive）であり，職務満足は評
価的（evaluative）であるとされている

（Robbins and Judge, 2014, p.275.）。
５）�Neugartenは，成人発達の理論として 

Psychoanalysis and Ego Psychology，
Social-Psychological Theory, Cognitive 
Theory, Problem for the Developmentalist
の 4 つに分けて要約している。

６）�研 究 の 流 れ は，Big Five理 論 とFive 
Factor Modelと は 異 な っ て い る と さ
れ る。 し か し 5 つ の 因 子 は， 外 向 性

（Extraversion）・情緒安定性（Emotional 
stability）・親和性（Agreeableness）・誠
実性（Conscientiousness）・経験への開
放性（Openness to experience）とまと
められるのが一般的である。心理検査の
基準妥当性についても，人格特性の変化
についても，このモデルによるものが大
変多い。しかし，因子分析による特性の
整理は，パーソナリティ構造を示してい
るのか， 単なる認知の意味構造なのかと
の議論がある（若林, 2009, pp.22-28.に
簡潔な紹介がある）。MMPI・TPIのよ
うな精神医学的・臨床心理学的な観点か
らの尺度構成による人格の理解は意義深
いと思われる。

７）岡林は心理学的加齢に関する諸外国の研
究を 27 編紹介している。また，日本で
の縦断的研究を 4 編紹介しているが，い
ずれも老化が研究の関心となったもので
ある（岡林, 2011, pp.59-63.）。

８）Scale5 は， Masculinity-Femininity尺度と
もされる（Graham, 1987, p.50）。

９）Mf尺度を改善する試みはおこなわれて
いる。基準群として，同性愛の問題を抱
えている女性が対象とされた。Mf尺度
作成と同様の過程を経て，Fmと呼ばれ
る尺度が作成された。この尺度との間に，
0.78 から 0.95 の相関を示した。さらに
交差妥当化の結果，このFm尺度は同性
愛女子の識別のうえで，とくに優れてい
るわけではないことが判明した。Mf尺
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度との高い相関と交差妥当化の事実に
よって，Fm尺度は放棄された（Hathaway, 
1980, pp.73-74，阿部・小野監訳, pp83-
84）。

10）�統合失調症と名称が変更されているが，
今後とも原典記載のままとしている。

11）�Ma尺度の構成の基準群は，大学病院の
精神病棟に入院している患者のうち，
中度ないし軽度の躁病患者 24 例である

（Mckinley and Hathaway, 1944, pp.159-
181）。

12）�Scale0（Si尺度）はThe Clinical Scales
に 含 ま れ る こ と も 多 い（Friedman, 
Webb, and Lewak, 1989, p.33.）。

13）�T-S-Eと は，Thinking, Social activity, 
Emotional expressionの 3 つの領域のこ
とである（Evans and McConnel, 1941, 
pp.111-124.）。

14）�row scoreは素点と表記されており粗点
とはなっていない。

15）�これに関する報告者は東京大学にも保
管されていない。

16）�この論文には仮Sc（分裂病）の尺度 81
項目と，その回答傾向が紹介されてい
る。

17）�この論文はMMPI東大改訂版（562 項
目 と な っ て い る ） お よ びTPI各 項 目
に つ い て， 社 会 的 望 ま し さ（social 
desirability）の観点から研究したもの
である。MMPI東大改訂版の質問項目と
SD値，TPIの質問項目とSD値が記載さ
れている。

18）�平田久雄から 1990 年 5 月 25 日の筆者
あてへの情報提供による。この数値は
いままでどこにも記載されたことはな
いと思われる。

19）�アメリカの研究者Clark（1985, pp.95-
98）によれば，世界で一番早くMMPIが
翻訳されたのは日本である。1950 年代
後半から 1960 年代前半にかけて研究が

盛んとなった。Butcherから聞いたこと
として，Hidanoによると日本では 15 の
翻訳があるが，そのうち 9 つが研究も
しくは出版される形になっているとの
ことであった。しかし，その後 10 年間
は新しい翻訳は出なかった。1970 年代
の終わりごろ，Abeら 5 名のMMPI日本
標準版の著者たちが再検討をおこなっ
た。3 バージョンが，臨床あるいは研究
として続いており，4 バージョン目が
TPIと名づけられた形式である，と位置
づけている。残念なことに，この論文
では，Tokyo Personality Inventoryと表
記されている。Clarkは，日米のサンプ
ルを対象に，MMPIの日本での統一版を
作成しようと試みている。5 つの翻訳を
統一して，研究成果の共有をはかろう
とした。成果はMinnesota大学に，学位
論文として提出された。

20）�TPI研究会の代表は，肥田野直（東京大
学名誉教授），平田久雄（東京大学名誉
教授），古澤頼雄（元神戸大学教授）が
携わってきたが，現在では再び肥田野
直が代表となっている。

21）�N社とは日本化薬株式会社である。売
上高，約 1500 億円規模の中堅化学メー
カーである。資本金は約 150 億円，最
近の経常利益は約 200 億円である。会
社設立は，大正 5 年で，平成 28 年には
創立 100 周年となる。設立以来赤字決
算となったことはない。主要な事業は，
機能化学品事業，医薬事業，セイフティ
システム事業，アグロ事業他である。
平成 25 年 9 月末の従業員数は連結で
4771 名，単独で 1852 名である。1963
年のデミング賞の際に創られた社是は，
現在は「最良の製品を不断の進歩と良
心の結合により社会に提供し続けるこ
と」となっている。企業の人間的側面
を重視する文化がある。



成人男性の 10 年間にわたる人格特性に関する mean-level stability を指標とした研究

― 68 ―『商学集志』第 83 巻第４号（＇14.3）

22）�松平定康。1918 年生まれ。東京帝国大
学文学部心理学科卒。海軍航空隊適性
検査部に勤務。戦後，旧日本国有鉄道
労働科学研究所を経て，（株）松平研究
所を主宰する。三菱信託銀行，三井信
託銀行のカウンセラーを勤めるととも
に，多くの企業の人事・教育・組織開
発のコンサルタント，グループカウン
セリング，感受性訓練，交流分析ワー
クショップのファシリテーターとして，
大手企業の指導にあたった。なお，肥
田野直は心理学研究室の 2 年後輩にあ
たり，戦時中は海軍技術研究所に勤務
していた。同じ海軍であるので親交が
あった。

23）�Butcher and Tellegen（1978, p.621）に
おいて，正常範囲（normal-range）にあ
るパーソナリティの査定にMMPIを用い
ることには疑問を呈している。MMPIの
臨床尺度は精神病理（psychopathology）
の測度であり，一般的なパーソナリティ

（general personality）ではないとしてい
る。しかし，たとえばGraham（1987）
にみられるように，一般的なパーソナ
リティの解釈と思われる説明も多い。

24）�TPIのコンピュタシステム版（松平定
康の解読法による）は，日本化薬（株）
の関連会社である，日本人材開発医科
学研究所，および松平研究所で紹介し
ている。この松平定康の解読法を活用
したTPIの利用については，TPI研究会
の心理検査に関する倫理の考え方もあ
り，TPI研究会了承のもと，活用につ
いての考え方と倫理を大切にするため
の委員会を構成している。したがって，
この解釈法による実践と応用について
は，必ずこの委員会の承諾を得る必要
がある。

25）�心理検査を用いて，自己理解を促す立場
は，特性・因子論（trait-factor theory）

と位置づけられる（国分, 1980, p.138.）。
26）�富士ゼロックス総合教育研究所のActive 

Management Programで用いられていた
『持味目録』の一部から「高い場合」「低
い場合」の説明は引用している。この
研修ProgramではTPI コンピュタシステ
ム版が活用されていた。開発責任者の
沢田功夫より依頼を受け，河本と外島が
討議により作成し，提供したものであ
る。TPIを参考にして，職場での行動を
理解するために，日本化薬（株）人事
部では，各尺度について行動傾向を整
理して『Business Behavior Card』（1984）
を作成していた。『持味目録』はこれに
基づいて作成された。

	 他に，TPIを人材開発に活用している専
門機関として， 株式会社日本能率協会マ
ネジメントセンターがある。企業での
キャリア開発・リーダーシップ・管理者
研修などに紹介している。

27）�個人のパーソナリティと企業文化を結
びつける論考がある（Kono and Clegg, 
1998, p.101，吉村・北居・出口・松岡訳, 
1999, p.85）。個人のパーソナリティと
態度は情報・経験・賞罰を通して形成さ
れ， これらは経営の 3 要素と対応すると
考えられている。情報は経営理念に， 経
験は製品市場戦略に，賞罰は人事制度
となる。これらの影響を受けたところ
の複数のメンバーに共通してみられる
パーソナリティや態度の総計として企
業文化をみていこうとするものである。
この考えに従えば「企業文化」とは「会
社のパーソナリティ」と概念化される
こととなる。

	 企業文化の変容と組織開発，そのなかで
の個人のキャリア発達（キャリア・アンカー
という視点となるが）を考えるのには金井
の論考が参考となろう（Schein, 1999. 金
井監訳, 2004, pp.203-230.）。Schinは文
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化の構造を，文物（人工物）：目に見える
組織構造および手順（解読が困難），標榜
されている価値観：戦略・目標・哲学（標
榜される正当な理由），背後に潜む基本
的仮説：無意識の当たり前の信念・認識・
思考および感情（価値観および行動の源
泉）としている（Schein, 1999. 金井監訳, 
2004, p.18.）。

	 なお，精神分析的経営組織論・精神分
析的組織行動論の立場から，組織文化を
経営陣の神経症的な性格特性（neurotic 
style）の反映として解釈して分類したモデ
ルがある（Ket de Vries and Miller, 1984. 
渡辺・尾川・梶原監訳, 1995, pp.13-42.）。

ここでは，妄想症組 織（paranoid）・強
迫神経症組織（compulsive）・躁病組織

（dramatic）・うつ病組 織（depressive）・
分裂病質組織（schzoid）と 5 つに分類し
て，それぞれの組織の機能不全の特徴と，
あるいは組織の潜在的な強みと弱みにつ
いて考察がなされている。神話・共同幻
想・転移・逆転移・投影同一視・防衛機
制などの概念を用いて，組織の力動を解
釈して組織開発をすすめようとするもので
ある。
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（Abstract）

The purpose of this study is to examine personality changes occurring during adulthood 
on a long term basis from the viewpoint of trait theory of personality. The participants were 
1111 male employees of N Corporation. Todai Personality Inventory (TPI) was applied as a 
scale for personality measurement of participants. The analytical data was collected in the 
years 2001, 2006, 2010 and 2011. Studies of MMPI in Japan and the process of standardiza-
tion of TPI were reviewed first to show the interpretation of each scale from the perspective 
of competency development. First, cross-sectional studies were carried out in 2001 and 2011 
to identify the differences among generations. Mean scores (of T-scores and raw scores at 
each scale of TPI) were compared among the age groups with ten years distance respec-
tively. Profiles obtained from the mean value based on the T-scores showed close similarity 
among the age groups. This type of comparison is considered mean-level stability analyti-
cal method. Furthermore, as a result of an analysis of variance and multiple comparisons 
based on the raw scores of each scale, no significant differences were shown in scale 1, 2 
and 9, while significant differences were found in other scales. Comparisons of mean values 
of T-scores and raw scores were made successively to determine the longitudinal changes 
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from 2001 to 2011 among the 4 age groups with 10 years distance and 7 groups with 5 years 
distance respectively. Similar profiles were obtained in all the age groups except the group 
of early 20s. As a result of an analysis of variance and multiple comparison based on the 
raw scores among the age groups, it was observed due to the inclination of score changes of 
scale C, D, F, 5,7 and so forth that characteristic changes can be noticed broadly during the 
three phases of the ages 19- 24, 25-44 and 45-65. For the purpose of identifying the charac-
teristics of the employees of N Corporation, profiles by mean T-scores of employees of two 
other corporations and students of two universities were compared. Each group showed its 
distinctions to be described. Furthermore, cases of three employees of N Corporation were 
presented on the  changes occurred in the individuals for a long period of 18 or 28 years. 
Some scales showed significant changes, while some scales showed negligible changes, de-
pending on each individual.

The following is the summary of the result of the studies briefed above. When mean-
level is applied as index, the forms of profiles are almost the same with no change in any 
age group. However, it will remain an issue if a conclusion is made that no change occurs 
from 20s to 60s. From the analysis of the inclination of changes at each scale in age groups 
with 5 years distance, it was inferred that changes can be recognized more or less during 
three phases in adulthood. Furthermore, by observing the three cases of the individuals on a 
long term basis, changes can be noticed in scales. The changes vary from individual to indi-
vidual. Hence, follow-up of individual changes will be necessary. In conclusion, the study of 
personality changes during the adulthood requires more multilateral perspectives and the 
importance of further study was raised and emphasized.
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